
長
崎
鯨
中
等
感
校
所
見
一
斑

昨
秋
長
崎
服
常
局
者
か
ら
腕
下
中
等
早
椛
の
地
川
崎
科

殺
授
の
腕
容
や
~
依
頼
さ
れ
た
が
、
関
東
震
災
の
際
で
客
場

多
庇
も
に
其
の
希
望
を
売
す
'
}
さ
が
出
来
な
ん
だ
の
で

本
年
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
の
間
二
辿
問
に
同
臓
の

中
で
交
通
機
関
の
便
利
な
部
れ
げ
だ
け
一
通
り
諮
問
す
る

こ
さ
に
し
た
。
巡
回
し
た
筒
庖
ほ
佐
世
保
、
大
村
、
諌

早
、
島
原
、
長
附
の
五
ヶ
蕗
で
平
戸
、
長
岐
、
相
判
馬

u

五
嶋
へ
は
行
く
時
日
が
な
か
勺
た
の
や
地
峨
ご
す
る
。

佐
世
保
で
は
中
山
学
校
さ
女
山
学
校
の
雨
校
だ
け
を
朋
て

女
問
中
校
で
コ
一
十
分
許
講
話
?
試
み
た
。
突
然
の
依
頼
で

あ
っ
た
が
、
恒
地
た
る
佐
世
保
ご
貿
易
協
た
る
長
附
さ

の
地
理
上
の
意
義
や
簡
躍
に
説
明
し
、
平
安
朝
の
刺
紀

の
地
ん
だ
断
、
に
起
っ
た
商
閣
の
海
賊
は
関
東
の
武
士
ピ

担
比
す
べ
き
も
の
で
.
λ
?
の
向
宜
・
さ
殆
ん
ざ
同
じ
武
器

の
一
昨
献
が
此
の
地
方
に
・
鵡
b
、
又
た
海
外
安
漣
が
早
〈

長
崎
時
中
等
感
伎
町
川
丸
一
斑

、.
v
l
J
 

'
/
 

琢

治

!
 
!
 

官
M

，，，

聞
け
て
、
一
一
一
百
除
年
前
に
一
小
戸
、
長
崎
に
西
洋
船
舶
の

出
入
企
児
る
に
至
っ
た
事
賞
の
地
理
的
意
義
守
述
べ
た

佐
世
保
高
等
女
串
校
の
位
置
は
停
車
場
の
上
の
山
手
仁

在
っ
て
、
軍
港
を
附
下
ろ
し
た
眺
望
の
好
い
慮
中
山
T
占
め

栴一雨
E
ぽ
降
る
折
か
ら
で
、
持
上
の
慨
雨
も
一
一
概
の
地
骨

添
へ
米
家
の
水
mw
一
山
水
識
の
殺
に
見
え
た
。

第
二
は
大
村
の
中
平
校
高
等
女
皐
校
さ
牒
立
師
範

皐
授
か
は
見
た
。
師
範
早
校
は
新
ら
に
長
崎
市
か
ら
此
底

ヘ
移
縛
し
た
新
築
の
校
合
で
、
多
良
岳
火
山
の
裾
野
が

大
村
、
仰
に
入
る
彪
に
あ
っ
。
て
丘
陵
の
上
に
校
合
、
下

r

庶
川
(
引
合
認
識
場
等
が
設
り
ら
れ
て
ゐ
る
。
地
所
に
乏
し

レ
長
附
市
か
'
ら
此
の
高
燥
に
し
て
水
際
迩
勤
の
便
あ
る

閑
静
な
お
場
脂
に
移
っ
た
-
」
さ
は
臓
の
方
針
ざ
し
て
頗

る
締
官
な
慮
置
で
あ
っ
た
ぜ
却
は
れ
る
。
此
の
校
合
の

佼
設
が
M
般的一心にゆ
um
み
、
殊
に
地
却
の
穀
授
に
は
山
山
獄
高

吉三
官
-_.~ 
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1也

球

原
宇
向
戸
川
島
附
(
潜
栂
等
の
あ
ら
ゆ
る
地
物
を
機
上
か
ら
指

示
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
的
模
型
な
ぜ
を
使
用
せ

十
に
、
買
物
一
市
殺
の
妓
巣
を
牧
・
め
得
ぺ
〈
、
此
の
黙
は

特
に
羨
ま
し
か
っ
た
。

此
の
師
範
皐
校
に
就
て
特
筆
す
ぺ
き
は
明
治
初
年
の

第
五
大
率
直
長
崎
師
組
事
校
の
後
身
で
あ
ヲ
て
、
蛍
時

の
備
品
が
極
々
保
存
さ
れ
て
、
和
浅
の
書
籍
は
二
回
の

祝
融
兵
の
酬
を
見
れ
た
も
の
多
〈
、
一
入
七
四
年
製
の

地
球
儀
の
如
き
製
作
の
精
巧
此
の
国
の
轍
入
品
に
比
し

て
容
壊
の
述
ゐ
る
な
ず
も
面
白
レ
。
此
の
串
校
新
設
に

時
間

b
先
九
々
が
英
語
事
校
長
水
野
選
氏
さ
共
に
暫
く
赴
任

し
た
笹
で
あ
る
が
、
常
時
の
沿
革
は
A
1
は
分
ら
な
ん
だ

長
附
に
は
近
頃
漸
く
器
科
大
問
中
の
昇
格
を
見
た
が
、

者
し
明
治
初
年
の
仰
剛
制
度
に
倣
っ
た
大
問
中
制
が
戯
ぃ
・

て
ゐ
た
ら
ば
、
注
文
理
町
内
凶
位
の
綜
合
大
問
中
が
三
四
十
年

以
前
に
出
来
て
ゐ
た
ら
う
さ
想
は
れ
る

J

長
崎
人
は
ジ

ー
ポ

Y
ド
タ
憎
い
て
騒
ぐ
よ
り
も
も
っ
さ
大
き
な
文
化

運
動
全
起
し
て
、
宜
し
〈
西
伴
文
化
措
盤
の
地
に
一
大

綜
合
大
串
を
耐
火
す
慌
に
者
畿
す
べ
き
で
な
い
か
口

此
掘
で
は
地
震
に
就
い
て
誹
請
を
試
み
‘
大
村
慌
の

第
二
谷

第
二
強

八

議

城
祉
大
村
紳
祉
な
ず
な
一
覧
し
て
タ
枇
迎
脅
に
臨
み
‘

元
大
村
中
卒
校
長
蹴
江
文
問
中
士
も
燕
曾
サ
ら
れ
た
の
で

枇
談
刻
の
移
る
を
知
ら
な
ん
だ
。

L
K
L
j
こ
こ
h
u
h
E
訟

m
t
f
コ
る
牛
こ
七
寄
、
ま

t
z

日
メ
'
事

t
l
E苛
耳
防
カ

t
F
ク
t
止
U
J
t
f
可

飛
行
場
が
設
け
ら
れ
て
、
海
賊
の
頭
目
大
村
一
放
の
地

下
の
限
り
は
日
々
窓
中
の
楼
勤
機
の
一
音
響
に
驚
か
さ
れ

っ
、
あ
る
。

諌
早
で
は
中
部

i

校
女
平
椛
農
林
串
校
を
腕
た
。
女
平

校
は
諌
早
伎
の
宮
城
内
に
在
っ
て
、
書
院
は
今
も
間
前

幽
雅
の
林
泉
ぜ
共
に
保
存
3
れ
て
ゐ
る
。
か
ね
て
記
憶

す
る
諌
早
文
庫
の
こ
さ
を
聞
い
た
が
、
記
録
類
は
長
附

図
書
館
に
納
め
た
さ
の
こ
さ
で
、
、
禍
.
泉
品
酬
の
噴
火
に
関

す
る
記
録
の
ゐ
る
べ
き
そ
知
っ
た
。

二
十
六
日
夕
島
原
に
者
き
‘
寛
政
噴
火
の
時
に
前
山

(
用
山
)
か
ら
、
に
落
ち
た
熔
山
荘
々
一
府
の
丘
阜
海
に
入
る
践

に
新
築
3
れ
た
南
風
機
に
宿
し
、
翌
朝
松
林
を
散
歩
し

前
山
熔
岩
(
白
色
安
山
岩
)
に
奇
麗
な
角
閃
石
ヤ
合
む
標

本
を
採
集
し
.
島
原
中
事
校

E
女
郎
一
殺
を
見
、
午
後
女

平
椛
で
講
話
を
試
み
火
山
地
震
ピ
深
接
地
震
さ
の
関
係

ケ
島
原
武
政
地
提
t
一
昨
冬
の
地
震
を
質
例
ぜ
し
て
説



川
明

t
し
わ
札
口

二
十
七
八
雨
日
は
長
崎
の
詩
的
平
校
中
将
立
中
町
中
枝
、

女
串
枝
、
女
子
師
範
m
学
校
、
脇
立
商
業
附
学
校

rけ
を
見

二
十
九
日
は
茂
木
仁
中
等
殺
員
の
遠
足
を
試
み
た
。
連

日
降
り
み
降
4
A
V
み
の
梅
雨
日
和
で
あ
っ
た
が
、
辛
に

此
ザ
日
は
晴
天
で
ゐ
っ
た
。
茂
木
小
事
校
長
の
案
内
で

故
大
日
向
理
的
中
士
の
長
崎
闘
帆
説
明
書
に
記
載
し
た
野

口
某
氏
宅
一
設
さ
白
石
の
海
岸
の
雨
露
頭
骨
見
た
。

第
一
の
露
頭
は
十
数
尺
の
践
で
地
表
か
ら
四
五
尺
の

慮
に
薄
い
合
化
石
帯
を
爽
み
、
上
部
は
白
毛
の
浮
石
質

砂
居
中
」
暗
色
の
泥
岩
の
瓦
唐
で
あ
る
が
、
其
下
に
結
晶

片
山
石
の
磁
を
合
む
暗
色
の
磯
崎
が

ν
ン
ズ
版
ぞ
成
し
て

来
ま
り
、
一
端
は
念
に
尖
滅
し
て
ゐ
る
。

第
二
の
白
石
海
岸
で
は
玄
武
岩
の
熔
岩
流
が
下
職
を

占
め
、
其
上
に
結
品
片
山
行
機
時
唱
を
・
夜
む
所
の
茂
木
博
閣
が

北
に
五
度
乃
至
十
度
の
傾
斜
を
成
し
て
堆
積
し
、
海
岸

に
沿
ひ
北
に
追
跡
す
れ
ば
小
さ
な
断
府
及
び
摺
曲
が
あ

っ
て
、
英
の
先
き
は
分
ら
ぬ

J

合
化
石
府
は
探
湖
面
の

竣
の
昆
か
ら
般
に
連

h
、
政
湖
に
は
暗
礁
さ
な
る
リ
ふ
平

に
此
の
日
は
一
時
頃
干
潮
E
あ
っ
た
か
ら
、
肢
の
露
頭

長
崎
蹄
中
等
教
校
所
見
一
級

か
ら
追
跡
し
て
礁
上
の
殆
ん
ぜ
一
小
川
一
に
な
っ
た
合
化
石

府
を
挫
し
常
で
、
多
数
の
遮
足
者
が
同
時
に
槌
を
弾
ふ

こ
さ
を
得
た
D

然
れ
ざ
も
此
の
岩
石
は
海
水
に
演
さ
れ
て
柔
靭
で
意

の
如
く
平
板
に
割
れ
ぬ
の
で
、
現
場
で
完
全
な
葉
片
を

得
る
こ
さ
が
悶
離
で
、
ナ
ト

Y

ス
ト
氏
の
論
文
を
現
場

に
携
へ

τ採
集
し
た
に
拘
ら
や
、
十
分
な
採
集
が
出
来

な
ん
だ
の
れ
残
念
で
あ
っ
た
。
殊
に
針
葉
樹
は
全
く
出

十

2
1
5
2
の
類
の
草
本
も
僅
に
一
枚
の
葉
を
認
め

た
に
止
っ
た
ω

採
集
中
に
遠
足
者
一
人
が
震
な
合
化
石

持
よ
b

一
ニ
尺
を
隔
て
た
上
稚
か
ら
柏
木
い
決
化
し
た

幹
仕
合
む
一
概
ケ
後
見
し
た
の
は
注
意
す
べ
き
黙
で
、

未
だ
更
に
採
集
に
控
意
し
た
ら
ば
面
白
い
畿
見
が
向
来

る
ニ
ピ
告
知
っ
た
寸

茂
木
港
南
の
茶
庖
で
主
餐
缶
取
っ
た

J

此
鹿
か
ら
は古

/

島
原
宇
品
の
南
が
見
え
、
減
泉
岳
安
山
岩
の
概
野
さ
上

舵
玄
武
岩
高
原
さ
の
地
貌
の
相
異
が
よ
く
認
め
ら
れ
た

一
一
一
十
日
は
西
彼
杵
三
重
に
遠
足
の
珠
定
で
あ
っ
た
が
、

雨
天
で
見
令
せ
‘
女
子
師
柴
串
岐
に
於
て
午
前
中
長
崎

腕
の
地
照
明
岡
其
他
を
肢
腕
し
て
い
恥
上
で
一
通
り
説
明
し

= 
三三
証:t:

九
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午
後
出
品
等
商
業
準
税
で
刀
仰
の
地
理
的
考
察
ぜ
い
ふ

競
で
講
演
し
た
u

日
本
刀
の
こ
ど
は
以
前
か
ら
興
味
?
戚
じ
、
長
崎
で

早
朝
散
歩
の
時
に
偶
然
京
物
主
文
学
物
備
前
物
等
を
獲

た
の
で
、
之
ケ
陳
列
し
て
支
那
銅
剣
、
デ
ャ
ヲ
の
ク
リ

ス
刀
、
日
本
刀
の
反
り
等
の
東
西
交
遮
上
の
意
義
や
、

刀
籾
工
の
分
布
の
経
済
的
関
係
等
に
就
い
て
簡
単
に
述

べ
た
ο
此
の
問
題
は
本
誌
上
で
詳
細
に
論
究
す
る
考
で

あ
っ
た
が
、
試
に
想
ひ
着
い
た
い
γ

げ
を
遁
べ
て
見
た
の

で
あ
ゐ
。

七
月
一
日
午
前
九
時
か
ら
地
理
殺
員
協
議
官
を
女
子

師
範
・
皐
校
機
上
で
開
い
た
。
提
出
案
は
一
一
十
項
で
相
々

の
方
面
に
渉
っ
た
が
、
殊
に
首
一
実
な
の
は
地
理
科
携
任

殺
員
の
地
開
研
究
曾
を
組
織
し
て
、
殺
授
材
料
守
交
換

し
、
又
た
毎
年
一
問
中
等
感
校
所
在
市
町
で
仙
相
官
を
閃

か
ん
ざ
す
る
計
主
で
あ
っ
た
Q

長
崎
支
部
が
主
ぜ
し
て

報
告
の
編
纂
配
布
等
の
事
務
十
掠
常
す
る
こ
さ
に
な
っ

て
、
高
等
商
業
率
枚
数
授
中
野
文
平
士
-T
願
閉
ざ
し
て

庇
に
支
部
を
組
織
し
、
行
々
は
脱
の
補
助
一
や
得
て
、
腕

下
数
民
の
腕
内
の
地
理
ケ
詩
ん
す
る
訟
を
閲
(
噌
ミ
し
に

銀

各

第
二
倣

世一2品 古

一一..与ι，、

問。

な
っ
た
。

午
後
地
文
及
び
人
文
地
川
崎
平
上
よ
り
見
た
る
九
州
西

北
部
ご
い
ふ
題
で
講
演
し
、
腕
下
の
地
文
及
び
人
文
地

理
に
一
良
ヲ
た
郷
土
地
誌
の
総
論
さ
地
方
誌
の
研
究
方
法

等
に
就
い
て
述
ぺ
た
。
円
赴
も
北
町
内
本
誌
に
載
せ
る
告
で

あ
る
。匂

日
の
湖
寝
中
に
注
意
し
た
貼
は
多
岐
に
捗
う
吋
ゐ

る
が
、
長
崎
服
下
の
中
等
事
校
仁
は
那
立
を
腕
立
ピ
し

て
日
な
ほ
浅
い
の
で
設
備
不
十
分
を
免
れ
ぬ
も
の
が
あ

る
こ
ぜ
か
英
一
で
、
最
も
必
要
さ
想
は
る
冶
一
地
岡
類
の

銚
陥
が
某
の
こ
で
あ
っ
た
。
標
本
類
に
王
つ
て
は
博
物

科
現
科
芯
関
聯
し
て
之
を
補
充
す
る
必
要
あ
る
こ
さ
業

の
コ
一
で
あ
る
の
も
勿
論
で
あ
る
。
然
れ
ざ
も
此
等
の
設

備
中
第
二
第
三
は
必
し
も
多
額
の
桜
山
買
を
か
け
や
さ
も

若
し
廊
下
地
方
の
問
中
枝
問
の
一
採
集
品
の
交
換
や
陸
地
測

長
部
地
附
岡
の
越
掠
等
か
ら
着
手
す
れ
ば
或
る
制
何
度
ま

で
は
之

T
補
充
し
得
る
佐
官
で
あ
る
o

故
に
地
現
研
究
曾

の
如
き
機
闘
が
有
致
に
働
け
ば
多
少
之
を
改
普
す
る
詮

は
聞
け
て
行
(
こ
ぜ
〉
想
は
れ
た
。

人
1

同
澗
務
中
最
も
興
味
金
戚
じ
た
一
は
ダ
戸
ト
シ
式



の
殺
授
怯
を
地
理
科
に
試
み
た
串
授
が
あ
っ
て
、
生
徒

一
一
一
四
人
を
一
組
ざ
し
て
札
社
集
め
て
興
へ
も
れ
た
問
題

を
殺
科
書
、
附
岡
、
及
び
参
考
書
に
よ
り
各
簡
に
研
究

し
っ
、
あ
っ
た
咽
}
ぜ
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
地
理
科
に

於
て
も
、
組
常
な
品
壮
一
考
書
が
あ
る
場
合
に
は
相
常
好
提

を
牧
め
得
る
鉱
山
で
あ
る
。
然
れ
ず
も
此
の
試
み
に
於
て

注
意
す
べ
き
は
複
雑
な
人
文
上
の
現
象
ケ
伶

b
に
筒
躍

な
鬼
一
置
に
解

3
れ
得
る
府
間
で
猫
断
的
に
併
科
す
る
弊

・
容
が
件
ふ
こ
さ
で
あ
る

J

地
理
的
現
象
に
就
い
て
席
内

の
一
が
泉
げ
ら
れ
た
い
γ

け
で
速
断
す
る
こ
さ
が
出
来
ぬ

場
介
が
多
い
の
で
あ
み
か
ら
、
見
一
貫
の
併
し
符
る
様
な

範
聞
や
~
限
っ
て
「
何
故
'
」
古
い
ふ
問
題
全
胤
(
ふ
べ
き
で
、

多
く
は
「
何
庖
」
「
如
何
に
」
さ
い
ふ
ま
で
に
止
め
ね
ば
却

っ
て
事
物
を
深
く
立
入
ヲ
て
考
へ
な
い
こ
ご
に
な
る
。

外
閑
地
現
な
ざ
の
如
く
邦
文
の
趨
品
川
川
な
参
考
書
な
き
部

分
で
は
特
に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
此
の
椋
の
試
み
に
は

十
砂
利
害
得
失
骨
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
信
が
る
。
我

々
の
此
の
殺
校
法
ケ
見
て
直
に
戚
じ
た
の
は
地
理
科
の

場
合
に
グ

Y

ト
シ
式
方
法
令
採
用
す
る
さ
せ
ば
其
の
第

一
の
必
要
は
書
物
で
な
く
て
自
然
主
も
の
郎
も
野
外
で

長
崎
眠
中
川
町
甲
山
中
校
附
凡
一
斑

期
総
し
た
事
責
守
番
物
ピ
比
・
脱
し
て
却
'
官
3
せ
る
・

に
荘
る
べ
き
で
、
又
た
此
の
方
法
骨
試
用
す
る
さ
杏
さ

仁
問
ら
や

J

、
比
例
尺
の
大
き
な
地
形
岡
て
現
場
の
土
地

さ
の
関
係
か
ら
出
殺
し
て
、
地
闘
に
一
不
さ
れ
た
所
ケ
具

象
的
に
頭
仁
入
れ
る
様
に
噂
(
w
}
ざ
が
地
理
数
授
の
根

本
義
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
'
」
ご
で
あ
っ
た
。

終
に
臨
ん
で
何
れ
の
問
中
校
の
敬
授
に
も
地
文
さ
人
文

さ
を
結
び
付
け
て
行
く
泣

h
方
が
共
通
で
、
教
員
の
佃

性
に
よ
っ
て
努
力
の
方
面
は
多
少
づ
と
開
山
つ
で
も
目
標

が
大
鵬
首
&
得
て
ゐ
た
の
は
今
回
親
寝
中
に
最
も
意
を

強
う
し
愉
快
に
堪
へ
な
ん

r事
を
翠
げ
て
捌
筆
す
る
o

(
七
月
九
日
)

昌一日記

四


